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Microsoft Enterprise Agreement の補正発注  

お客様は年 1 回、過去 12 か月間に追加したライセンスの合計数に合わせて、Enterprise Agreement (EA) を調整する必

要があります。これが補正発注プロセスであり、すなわち、過去 1 年間に追加されたすべての対象デバイス、対象ユーザ

ー、および対象プロセッサのインベントリです。  

このガイドは、補正発注プロセスの簡素化と効率化を目的として作成されたものです。ご質問がある場合は、リセラーまた

はマイクロソフトのアカウント チームまで随時お問い合わせください。  

ṇ ףּ  ṇ    

最近 EA を更新したお客様は、マイクロソフトのクラウド サービスへの移行を柔軟に行うことができます。EA 期間中は、

ユーザーのニーズに最適な方法で、マイクロソフトの自社運用ソフトウェアとクラウド サービスのライセンスを調整し、

次の契約応当日に補正発注プロセスを通じてこれらの変更を申請することができます。必要な発注は年 1 回だけであるた

め、EA では調達プロセスが効率化され、マイクロソフトのライセンス管理に要する時間が短縮されます。  

  

1 年間に任意の回数の発注を行うことができますが、年次補正発注書は、加入契約の契約応当日の 60 日前から 30 日前ま

での間にマイクロソフトに提出する必要があります。ただし年次補正発注は、現行の EA の下でライセンスを取得した製品

についてのみ利用できます。現行の EA に含まれていない新しい製品やオンライン サービスは、最初に使用した月に購入

する必要があります。  

1 年間にデバイス数またはユーザー数が増えていない場合、または EA の追加購入製品を使用していない場合でも、組織内

の署名権者によって署名された補正報告書 (ゼロ使用発注) を提出する必要があります。  
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お客様の組織はそれぞれ異なり、システム、アプリケーション、およびサービスに対するニーズが EA の期間中に変化する

可能性があるため、自社運用ソフトウェア ライセンスまたはオンライン サービスの発注を変更することが必要になる場合

があります。  

補正発注プロセスは、ライセンス製品の増加を計上し、ライセンスを最新に維持して正確に管理するための、簡単かつ効果

的な方法です。拡張や変更の可能性がある領域を特定するために、次の項目の確認をお勧めします。  

Å コンピューターまたは従業員 (ユーザー) ベースは今年拡大したか。  

Å 買収を行ったか。  

Å サーバーの台数を増やしたか。サーバーのクラスタ化を行ったか。  

Å 自社運用ライセンスとオンライン サービス サブスクリプション ライセンスとの間でユーザーの移行を行った

か。  

Å オンライン サービス サブスクリプション ライセンスを使用する前に予約* を行ったか。  

Å 仮想化サーバーまたはデスクトップ環境を展開したか。  

Å Microsoft Office Project、Microsoft Office Visio、Microsoft Office OneNote、Microsoft MapPoint などのデ

スクトップ アプリケーションを展開したか。  

Å ウォーム スタンバイまたはホット スタンバイ障害復旧用にサーバーを設定したか。  

試験運用製品またはアプリケーションを運用環境で使用したか。  

* ライセンス予約は、EA のお客様が、正式に発注しなくてもオンライン サービスのライセンスを取得できるプロセスです。契約応当日

に、直前の契約期間中に行ったライセンス予約を報告し、補正発注プロセスの一環として発注を行います。  

  

EA では、加入契約を通じてソフトウェア ライセンスを購入します。それぞれの加入契約には、オンライン サービスの特

定のカテゴリの製品が含まれ、各カテゴリに固有の補正発注スケジュールと用語が規定されています。  

ṇ   

エンタープライズ加入契約では、組織全体でデバイス ソフトウェアとクラウド サービスを組み合わせて使用することがで

きます。3 年の加入契約の一環として、お客様は対象デバイス数と対象ユーザー数、ライセンス移行数、オンラインサービ

ス予約数、および (許可に基づく) サブスクリプション ライセンスの減少数を特定し、さらに過去 12 か月間に追加発注し

た製品の利用状況を把握するために、年次補正発注のインベントリを実行する必要があります。  

ṇ ṇּף  (SCE)  

サーバーおよびクラウド加入契約 (SCE) では、Microsoft Windows Server と System Center から SQL Server、 

Microsoft BizTalk Server、Microsoft SharePoint Server、Visual Studio および Microsoft Azure にわたる主要なサーバ

ーおよびクラウド テクノロジのライセンスを 1 つ以上取得できます。  

SCE の契約期間は 3 年間で、年次補正発注オプションが利用できます。お客様組織は年次補正発注のインベントリを実行

する必要がありますが、このプロセスでは主に取得もしくは使用したプロセッサ、サーバー、サブスクリプション、クライ

アント アクセス ライセンス (CAL) の数を報告することとなります。  

  

エンタープライズ加入契約と SCE の両方をサブスクリプションとして利用できます。そのため、サブスクリプションが保

持されている限り、マイクロソフトのソフトウェアをご利用いただけます。この契約オプションを選択した場合、補正発注

は年次発注と呼ばれ、毎年サブスクリプション数を増減できます。  
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EA 加入契約では、魅力的な価格設定での購入が可能ですが、それぞれに特定の製品カテゴリとオンライン サービスが含ま

れており、エンタープライズに含まれるすべての関連会社の年次補正発注の一環としてこれらを調整する必要があります。

以下は、これらの製品を補正発注時に計上するための一般的なガイドラインです。詳細な補正発注プロセスのガイダンスに

ついては、リセラー、マイクロソフトのアカウント チーム、またはソフトウェア資産管理 (SAM) パートナーにお問い合わ

せください。  

ṇ   

EA のエンタープライズ加入契約における主要製品のセット。組織の対象ユーザー数または対象デバイス数の合計に従って

ライセンスが付与されます。  

Å 補正発注の準備を行うため、エンタープライズに含まれるすべての関連会社の対象デバイス数および対象ユーザー数

をカウントします。  

Å 前回報告した補正発注数と現在の対象デバイス数または対象ユーザー数 (もしくはその両方) の差を計算します。  

Å 選択したプラットフォーム オプションに基づいて、新たに追加されたユーザーおよびデバイスに必要なライセンスを

特定し、「オンライン サービス」(必要なライセンスの加入契約詳細を参照) の説明に従って、エンタープライズオン

ライン サービスの適用対象となるユーザーとデバイスを計上します。  

Å 上述の計算に基づいて、補正発注を提出します。  

例: エンタープライズ製品  

この例では、エンタープライズは Professional Desktop Platform の対象になっています。新しいエンタープライ

ズ オンライン サービスのユーザーは含まれていません。  

Å 全関連会社の現在の対象デバイス/対象ユーザーの数は 1000 です。  

Å 前回報告した補正発注で計上された対象デバイス/ユーザーの数は 950 です。したがって、その差は 50 です。  

Å Professional Desktop Platform のユーザー数に合わせるため、Office Professional Plus、Core CAL、および 

Windows OS Upgrade それぞれ 50 ライセンスについて補正発注を行う必要があります。  

ṇ ṇּף   

サーバーおよびクラウド加入契約 (SCE) では、エンタープライズに含まれるすべての関連会社の前回の補正発注後に使用/

インストールされたコア インフラストラクチャ製品、アプリケーション プラットフォーム製品、開発者プラットフォーム

製品に必要なラインセスを計上します。補正発注後に使用/インストールされた数と前回報告した数の差について発注を行

います。これには、前回の補正発注後の任意の時点で使用またはインストールされた製品のライセンスが含まれます。これ

らのライセンスが補正発注の時点で実際に使用されていなくても、発注は必要です。  

 ṇ   

補正発注の対象となるオンライン サービスの場合 (マイクロソフト製品表を参照)、前回の補正発注で調整されなかったラ

イセンス予約を計上する必要があります (ボリューム ライセンス サービス センターで前回の調整を確認してください)。

これらのライセンス予約には、マイクロソフトのエンタープライズ製品を補完するエンタープライズ オンライン サービス

と、補正発注の対象となる追加購入製品オンライン サービスのサブセットが含まれます。  

例: エンタープライズ オンライン サービス  

この例では、お客様の組織は Desktop Professional Platform (Office Professional Plus を含む) について新たに

追加された 100 台の対象デバイスと 100 人の対象ユーザーを計上します。  

Å 当該年度中に、VLSC で Office 365 プラン E3 について 60 人のユーザーのライセンス予約を行い、これら

のユーザーがオンライン サービスを利用する環境を整えました。  

Å Office 365 プラン E3 の新規ユーザー 60 人を 100 人の新規ユーザーから差し引きます。これにより、計上

対象として残るのは、Office Professional Plus と Core CAL がそれぞれ 40 ライセンスとなります。  

Å Office 365 のユーザー数に合わせるため、Core CAL Bridge SKU* を 60 人分追加します。  
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Å Windows OS Upgrade の数量には、100 台の新しいデバイスをすべて含めます。  

Å Windows OS Upgrade × 100、Office Professional Plus クライアント × 40、Core CAL × 40、Office  

365 (プラン E3) × 60 、および Core CAL Bridge × 60 について補正発注を行います。  

*クラウドに相当するものがない Core CAL および Enterprise CAL のコンポーネントに対するライセンスの適用を維持するために、CAL Suite Bridge SKU 

が提供されています。自社運用からオンライン サービスへライセンスを移行する場合、オンライン サービスのライセンスの構造に適合させるために CAL 

Suite を "分割する" ことができます。  

  

これには、EA の加入契約に基づいてライセンスを取得することを選択したエンタープライズ製品、エンタープライズ オン

ライン サービス、サーバーおよびクラウド製品以外の製品が含まれます。製品のライセンス要件は製品によって異なりま

す。オンライン サービスを除くすべての追加購入製品のライセンスについて、前回の補正発注後に使用/インストールされ

た製品に必要なライセンスを計上します。補正発注後に使用/インストールされた数と前回報告した数の差について発注を

行います。これには、前回の補正発注後の任意の時点で使用またはインストールされた製品のライセンスが含まれます。こ

れらのライセンスが補正発注の時点で実際に使用されていなくても、発注は必要です。  

L&SA ּפ  ṕ Ṗ  

補正発注の一環として、ライセンス移行 (オンライン サービスへの移行またはソフトウェア アシュアランスのサブスクリ

プションなど) を計上します。これらは、契約応当日より前の期間を対象とする移行期間ライセンスとして調整されます。

移行期間ライセンスは、契約応当日から期間終了まで、フル ライセンスに置き換えられます。移行元ライセンスの数量

は、加入契約の契約応当日に削減されます。このような削減は、現在の発注の適用範囲期間の残年数に対する数量の削減と

して反映されます。この発注に関連する年次請求書は、加入契約の残存期間に応じて調整されます。最終補正発注では、移

行期間ライセンスのみを報告します。これに関連して削減される移行元ライセンスの数は、更新発注の際に計上されます。  

例: L&SA からサブスクリプション ライセンスへの移行（トランジション）  

Å この例では、加入契約の初年度に (30 台のデバイスを使用する) 30 人のユーザーが、Office Professional  

Plus および Core CAL ライセンスの自社運用展開から Office 365 (プラン E3) に移行します。当該年度

に、VLSC で Office 365 プラン E3 についてこの 30 人のユーザーのライセンス予約を行い、これらのユ

ーザーがオンライン サービスを利用する環境を整えました。  

Å 補正発注時に、当該年の契約応当日までが適用対象となる Office 365 (プラン E3) の移行期間ライセンス数

を 30 として移行を報告します。  

Å 契約応当日後の期間については、発注で、Office 365 (プラン E3) を 30 ライセンス追加し、Core CAL  

30 ライセンスを Core CAL Bridge に置き換え、元の発注から Office Professional Plus を 30 ライセンス

削減します。  

注: サブスクリプション ライセンスから SA の対象となるライセンスに再度移行する場合は、SA 付きの元のライ

センスの検証をこのプロセスで行うことになるため、アカウント マネージャーが移行をサポートする必要があり

ます。  

  

ライセンス削減の対象となるライセンスの場合、これらを補正発注プロセスの一環として報告することができます。このよ

うな削減は、以前の発注に対する数量の削減として反映され、加入契約の残存期間の発注に関連する年次請求書から削減さ

れます。  

   

Enterprise Agreement のサブスクリプション オプションを契約している場合は、補正発注ではなく年次発注を行いま 

す。年次発注では、前回の報告数との差を報告するのではなくライセンスの総数を報告します。必要なライセンスの増加と

削減の両方を計上します。追加購入製品は、サブスクリプションに基づき、インストール/使用から 30 日以内に計上する
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必要があります。追加購入製品は、年次発注まで報告を延期することができません (ただし、年次発注でライセンス予約を

調整できる補正発注対象のオンライン サービス (上述の「オンライン サービス」を参照) を除く)。  

例: サブスクリプション加入契約  

Å 既存の 3,300 のサブスクリプションに対して、新たに 200 台の対象デバイスと 200 人の対象ユーザーを追加 

しました。既存の 3,300 については、Desktop Professional Platform の前回の年次発注で計上されました。  

Å 当該年の年次サブスクリプションでは、Office Professional Plus、Core CAL、および Windows OS Upgrade  

L&SA のサブスクリプションをそれぞれ 3,500 発注することになります。  

この調整は、組織に適用する際に、すべてのカテゴリに対応していることが重要です。製品のライセンス方法が異なるた

め、デバイス数またはユーザー数に変化がなかった年でも、追加購入製品の利用が増えている可能性があります。組織内の

ソフトウェア資産を把握することで、ビジネスを継続的に管理し、IT 戦略に合わせてリソースを最適化することができま

す。組織全体のソフトウェアを管理することは必ずしも容易ではありませんが、EA ライセンスのインベントリのしくみを

提供する堅実な方法をいくつか示します。  

  

צּ   

補正発注プロセスでは、次の要素のインベントリが必要になります。  

Å マイクロソフトのライセンス製品を使用するすべてのサーバー、コンピューター (デスクトップ、ノート PC、端末)、

モバイル デバイスなどのデバイス。デバイス数とサービス日付を記録する必要があります。  

Å OS の種類とサービス日付を含む、基となるデバイス上の対象オペレーティング システム (OS) のライセンス数。  

Å すべてのマイクロソフト アプリケーション ソフトウェア。最新の製品条項については、www.microsoft.com/ja-

jp/Licensing/product-licensing/products.aspx を参照してください。 

Å 社内のユーザー CAL およびデバイス CAL の数。ユーザー CAL では、1 人のユーザーが任意のデバイスを使用して、

ライセンス取得済みの複数のサーバー上のソフトウェアにアクセスできます。デバイス CAL では、1 つのデバイスか

らライセンス取得済みの複数のサーバー (たとえば、Exchange、Windows、SQL などの複数のサーバーにアクセス

するスマート フォンなどのモバイル デバイス) にアクセスでき、また複数のユーザーが 1 つのデバイス (コール セン

ター ワークステーションなど) を使用することができます。  

Å ライセンス予約。発注前にライセンス予約とサービスのライセンス認証が可能なオンライン サービスでは、予約数量

と予約日、さらに自社運用ソフトウェアに対する補正発注が必要となる関連デバイスまたはユーザーの追加数を計上

する必要があります。  

 

:    

SAM ︡   Ḯלּ

年次補正発注は、ソフトウェア資産管理による見直しを行う時期として最適です。SAM は業界のベスト プラクティスを

集積したものであり、コスト管理や、コンプライアンスとセキュリティの強化、また企業の成長に伴うソフトウェアに対

する将来的なニーズを予測するために役立ちます。ソフトウェア インベントリの実行に役立つヒントやツールについて

は、www.microsoft.com/ja-jp/sam を参照してください。  

また、マイクロソフトは、コスト効果の高い補正発注を支援することができる多くの SAM パートナーを認定しています。 

お近くの SAM パートナーを探すには www.microsoft.com/ja-jp/sam/partners.aspx 参照してください。  

Ḯ  

補正発注プロセスを完了したら、次年度以降の補正発注に利用できるように、インベントリのコピーを保存することをお

勧めします。このコピーは、プロセスを手作業で完了する場合には特に重要になります。また、ライセンスを取得した IT 

インフラストラクチャのインベントリを四半期ごとに行うこともお勧めします。こうすることで、年次補正発注に要する

時間を短縮することができます。SAM 戦略を確立することは、このプロセスの効率化に役立ちます。  

https://www.microsoft.com/ja-jp/Licensing/product-licensing/products.aspx
https://www.microsoft.com/ja-jp/Licensing/product-licensing/products.aspx
http://www.microsoft.com/ja-jp/licensing/about-licensing/product-licensing.aspx#tab=2
https://www.microsoft.com/ja-jp/sam
https://www.microsoft.com/ja-jp/sam/partners.aspx
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ṇ ṇ   

詳細については、www.microsoft.com/ja-jp/Licensing をご参照ください。 

マイクロソフト ボリューム ライセンス サービスまたはソフトウェア アシュアランスの特典に関するご質問については、リ

セラーまたはマイクロソフトのアカウント チームにお問い合わせいただくか、各地域のボリューム ライセンス サービス セ

ンターのサポートまでお電話ください。電話番号は www.microsoft.com/licensing/servicecenter/Help/Contact.aspx 

にてご確認ください。  

ソフトウェア資産管理の詳細については、www.microsoft.com/ja-jp/sam にアクセスするか、認定 SAM パートナーにお

問い合わせください。  

  

  

お客様の購入履歴とライセンスの要約が更新され、ボリューム ライセンス サービス センター 

（www.microsoft.com/Licensing/servicecenter/default.aspx ) で確認できるようになります。  

 

ףּ ךּ   

リセラーまたはマイクロソフトのアカウント チームにお問い合わせいただくか、マイクロソフト ボリューム ライセンスサ

ービス Web サイト (www.microsoft.com/ja-jp/Licensing ) を参照してください。 

 

 

  

http://www.microsoft.com/ja-jp/licensing
https://www.microsoft.com/licensing/servicecenter/Help/Contact.aspx
https://www.microsoft.com/ja-jp/sam
https://www.microsoft.com/ja-jp/sam
http://www.microsoft.com/Licensing/servicecenter/default.aspx
http://www.microsoft.com/licensing/servicecenter
http://www.microsoft.com/ja-jp/licensing
http://www.microsoft.com/ja-jp/licensing
http://www.microsoft.com/ja-jp/licensing
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マイクロソフトは補正発注の対象となる Microsoft Online Services に対するお客様のライセンス

予約を追跡し、その情報をボリューム ライセンス サービス センター (VLSC) を通じて報告しま

す。その他のライセンスについては、システムのセットアップによってお客様のインベントリ方法

が異なります。  

 ṇ  

︣   

Microsoft SAM パートナーに相談することで、ソフトウェア環境を評価し、カスタマイズされた

プロセスを構築して、補正発注を迅速かつ正確に、また反復可能な方法で行うことが可能になり

ます。Microsoft SAM パートナーは、ソフトウェア資産管理プロセス、検出ツール、およびマイ

クロソフト ライセンスのエキスパートです。コスト効果の高い SAM サービスにより、補正発注

に必要なデータと、ソフトウェア資産管理と将来の補正発注の検討に関するカスタマイズされた

計画が得られます。マイクロソフトのアカウント チームは、お客様と SAM パートナーを結び付

け、SAM サービスを利用した補正発注を可能にします。 

ソフトウェア資産の管理に既にソフトウェア インベントリ ツールを使用している場合でも、この

ツールは補正発注プロセスに役立ちます。SAM パートナーは既存のツールの利用をサポート 

するだけでなく、補正発注インベントリの効率化に役立つ新しいツールの特定も行います。  

Microsoft System Center Configuration Manager には、ハードウェアおよびソフトウェアの資

産および使用状況に対する継続的な可視性を管理者に提供するインベントリと資産インテリジェ

ンスの機能が含まれます。Configuration Manager は、サーバー、クライアント、モバイルデバ

イスのソフトウェアおよびハードウェアのインベントリを収集し、そのデータをさまざまなレポ

ートに変換することで、管理者によるソフトウェア購入の決定、アップグレード計画、およびラ

イセンスの報告をサポートします。 

Microsoft Assessment Planning (MAP) Toolkit は、次のサーバー製品の使用状況に関するレポ

ートを提供する IT ベースの Software Usage Tracker 機能を備えています。Microsoft 

Windows Server、Microsoft Exchange Server、Microsoft SQL Server、Microsoft 

SharePoint Server、および Microsoft System Center Configuration Manager。MAP Toolkit 

の詳細については、http://www.microsoft.com/map (英語)を参照してください。 

リセラーまたはマイクロソフトのアカウント チームは、お客様とともにインベントリ レポートの

結果を検討して、必要に応じて EA ライセンスの調整を行います。補正発注期間を通じて、ハー

ドウェアの購入およびライセンスの全体的な利用状況の検討を行います。 

スタッフに協力を頼み、お客様の環境のインベントリを作成し、マイクロソフトのライセンス製

品を使用するすべてのサーバー、コンピューター (デスクトップ、ノート PC、端末)、およびモバ

イル デバイスを記録します。  

SAM サービスに参加しているお客様の場合、SAM パートナーは、お客様固有のセットアップとニ

ーズに応じて、このプロセスを効率化する方法を特定するためのサポートを提供します。 

 補正発注が完了したら、発生し得るあらゆる補正発注費用の支払い計画を策定するため、  

Microsoft Financing の利用を検討します。マイクロソフトの支払いソリューションにより、企マ

イクロソフトの  業法人および公的機関のお客様は、柔軟な支払いオプションを利用してテクノロ

ジ費用のスケジュールを設定し、業務および財務面のニーズを満たすことができます。自社のニ

ーズに合わせて支払い計画をカスタマイズすることにより、予算、キャッシュ フロー、または導

入スケジュールに沿った支払いの調整が可能です。支払いソリューションの詳細については

http://www.microsoft.com/ja-jp/licensing/how-to-buy/financing.aspx を参照してくださ

い。   

SAM ṇ ṇ
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http://www.microsoft.com/map
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